
連載‐第24 回‐Recommended by the president
経営者のおすすめをご紹介します

社長のRecommend
Pick Up！ 今月はおすすめの詩歌をご紹介します

株式会社　岡野製作所　代表取締役社長  岡野　忠弘 氏
●今月のご紹介者

五行歌のすすめ

本　　社：大阪市中央区平野町 1-4-10
創　　業：1943（昭和 18）年 6 月
事業内容：真空・圧力・環境分野での測定器の製造。計測器

を組み合わせたシステム商品の開発及び製造。
ホームページ：http://www.okanoworks.com

Ｑ１︓五行歌との出会いをお聞かせください
東京での展示会でばったりお会いした、業界の大

先輩から「岡野さん、五行歌（ごぎょうか）を知っ
ていますか」と訊かれ、「あいにく存じません」と
いう話をして、数日後、五行歌の本がどっさり送ら
れてきました。そこには「岡野様へ　草壁焔太」と
いうサインがついていました。
草壁焔太（くさかべえんた）という方は、1957

年に五行歌を創案され、「五行歌の会」主宰として
その普及に努められており、言うまでもなく五行歌
の第一人者です。私は大変驚いて、早速お礼をと思
い、何も知らないまま五行歌で礼状を書きました。
1995年のことです。それから、歌会に参加するよ
うになり、草壁先生のご指導もあり、2年後には
「名古屋五行歌会」を立ち上げ、その代表となりま
した。名古屋には別の会社をもっており（名古屋科
学機器㈱）、以前からご縁がありました。

Ｑ２︓五行歌のどんなところに魅力を感じますか
五行歌とは、「五行で縦書き」という以外、一切

の制約がない新しい詩歌形式です。俳句や短歌に見
られる「五・七・五」といった音数の制限はなく、
自由なリズムで思いを表現できることが一番の長所
です。ただ、詩歌らしさを保つために一応の目安は
あります。1行は1～10文字程度で、長くても15文
字くらいまで。そして、五行全体が「うた」らしい
まとまりが備わっていること。
五行歌は詠み手が自分の中から生まれる自然な呼

吸とリズムで創れ、同時に内面世界を広げていくこ
とができる魅力ある詩歌形式です。日常、言葉を
使って物事を考え、判断している私たちにとって、
五行歌は内面世界を豊かに広げ、表現していく文芸
であると同時に、自分の思いや感情を確認するため
の大切な道具にもなります。

題材もまったく自由です。
日頃の生活や仕事のなかで気
にとまったことを、普段の言
葉で素直に表します。喜びや
悲しみ、情熱、感動の思いが
五行に凝縮され、的確に伝え
ることができる、その効用は
とても大きなものがあります。

Ｑ３︓どんな方に五行歌をおすすめしたいですか
経営者はもちろん、人や組織を引っ張るリーダー

の方々には、自分の意図や思いを相手に伝える場面
が多くあります。そのために、五行で簡潔・明瞭に
表現する訓練をしておかれると良いのではないで
しょうか。魂から発せられた言葉は、必ずや人の心
に共鳴を与え、意思疎通や良好な人間関係をつくる
源になると思います。

会社概要
株式会社　岡野製作所

10 年間に詠んだ 7,000 首のなかから 400 首を

選んで歌集を出版しました （2006 年 / 市井社 刊）
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「社長のRecommend」は今回が最終回です。ありがとうございました。

本社所在地：大阪市住之江区南港北 1-12-35

従 業 員 数：3,421名（2023年3月現在）　資 本 金：261億3,700万円

主な事業内容：スポーツ用品の開発・販売

　ミズノ株式会社

研究開発力を強化し、スポーツによる社
会イノベーション創出を加速させるために、イノベーショ
ンセンター「MIZUNO ENGINE」を大阪本社敷地内に創設。
これからもスポーツの価値を追求することにより、平和で
持続可能な社会が実現できるよう努めて参ります。

イノベーションセンターを創設

２０22年▶

創業100周年を迎え、それを機に次の
100年に向けた新ブラン
ドスローガン「明日は、
きっと、できる。」を制定
しました。

　また、この年には水野正人が会長に就任し、弟の明人が４
代目社長に就任しました。

創立１００周年

ブランドスローガンを制定

２０06年▶

現社長・水野明人が社長に就任してか
ら2年あまりが過ぎた2008年9月、リーマンショックが発生。
日本経済は深刻な打撃を受けました。多くの企業が現状を
維持するだけでも大変という状況に陥りましたが、その頃
のミズノは売り上げの中でスポーツ品の占める割合が大き
く、影響が限定的だったのは不幸中の幸いでした。とはいえ
他社や他の産業に比べて利益率が低いという課題がありま
した。スポーツという限られた市場で売上を上げていくの
は、なかなか厳しく限界があります。そこで目を向けたのが、
スポーツ以外の分野でした。
　これまでミズノの事業はB to Cが基本で、マーケティン
グやプロモーションを行い、トップアスリートと契約して、
製品を供給するという手法をとってきました。一方 B to B
は、そうした広告活動をしなくても製品の品質やユニーク
さで勝負できる市場です。仮に何らかの影響で市場がシュ
リンクしたとしても、取引先と直接やりとりをするので事
業を継続できます。景気やアクシデントに左右されにくい
安定性があり、これまで積み重ねてきた経験を生かしてそ
こに参入できるのであれば、それに取り組まない手はあり
ません。
　暑さや寒さ、湿度など厳しい条件の中でコンマ何秒、コン
マ数センチを争う競技スポーツの世界で蓄積してきたミズ
ノのノウハウは、既存のアパレルメーカーにはない大きな
強みです。
　動きやすさや通気性、保温性、吸湿性、速乾性、撥水性な
どのノウハウを生かし、佐川急便やセブン-イレブン・ジャ
パン、サカイ引越センターといった大企業のユニフォーム
を製造・供給しているのは、まさにその好例です。

2008年▶

少子化に向けた

脱「スポーツ」への事業展開

　「クオリティ・オブ・ライフ」という言葉が示すように、
高齢化が進む現代社会では健康への関心が飛躍的に高まり、
ライフ＆ヘルス関連の需要も急速に伸びています。ただ長
生きするだけでなく、健康で充実した人生を送るために、何
が必要で何を求められているのか。そこにもミズノの強み
を生かせる余地はあると考え、商品開発に取り組んでいま
す。そうやってさまざまな分野に事業拡大を図ることで、会
社全体としてのトップラインを上げることを推し進めてき
ました。
　また、1989年に124万人だった出生数が2020年には87万人
まで減少するなど、年々深刻度を増している少子化も目を
背けてはならない問題です。もっとも活発に体を動かす年
代の人口が減少している以上、今後スポーツ関連の市場が
次第に縮小していくのは自明の理と言えます。
　新型コロナウイルスのパンデミックが発生した2020年に
は、水着素材を使ったマウスカバーが爆発的な売上を記録
しました。このようにスポーツの分野で開発した技術を
使って、一般生活で求められているものを作る、人のために
なるものを作るということは、今後のミズノにとって重要
なテーマになっています。

社長室に掲げられている「知・仁・勇」の額培地からの発茸状態

オンラインショップ限定で発売したマウスカバー
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